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参考様式１ 食物アレルギーのあるお子様の保護者の方へ
保護者に施設における食物アレルギー対応を伝えるための参考様式です。
保護者に食物アレルギー対応を理解してもらうために使用します。

参考様式２ 食物アレルギー　事故やヒヤリ・ハット　検証様式　※記入例あり
施設内で事故やヒヤリ・ハットが発生した場合に、事象を検証するための参考様式です。

式
様
種
各

Ⅹ

●　各種様式の説明
様式 解説

様式１　（厚生労働省作成）

生活管理指導表
（保育所におけるアレルギー疾患
生活管理指導表）

　「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン（2019 年改訂版）」
（厚生労働省）に示されている様式です。
　主治医から食物アレルギーと診断されており、保育所等での生活
に配慮が必要な場合に提出してもらうもので、診断書と同じ位置づ
けになります。
　年度毎や内容に変更があった場合に提出してもらいます。

生活管理指導表は、下記からダウンロードできます。
https://www.mhlw.go.jp/content/000512752.pdf

様式２　（東京都作成）

家庭における食物除去の
程度（保護者記入用）

　食物アレルギーの重症度を把握するために、家庭における食物除
去の程度を把握する様式です。給食やおやつの提供について家庭と
同じように対応するために把握するものではありません。必要に応
じて提出してもらいます。

様式３－１　（東京都作成）

食物アレルギー個別取組
プラン

　施設で個別の取組プランを記載する様式です。「保護者との協議内
容（入園時/把握時）」は、保護者との面談時に確認した内容を記入
します。それをもとに、個別に配慮が必要な内容を「個別取組プラン」
に記載します。
　プランは保護者と共有しましょう。

様式３－２　（東京都作成）

食物アレルギー個別取組
プラン（変更点）

　様式３－１「個別取組プラン」に変更があるときに使用します。

様式４　（東京都作成）

緊急時対応経過記録表
　緊急対応時に、経過を記録する様式です。
　「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」の「Ｆ 症状チェックシー
ト」に沿っており、５分ごとに症状の有無をチェックします。症状
は赤色の症状（緊急性が高い症状）から順に確認します。自由記載
欄には対応をメモします。
　エピペン® と一緒に保管することをお勧めします。
＊　「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン（2019 年改訂版）」に
掲載されている「緊急時個別対応票」とは様式が異なります。使用しや
すい様式をお使いください。

様式５　（東京都作成）

除去解除申請書
　食物除去を解除する場合に使用する様式です。除去の解除は口頭
ではなく、必ず書面で申請してもらいます。
＊　「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン（2019 年改訂版）」に
掲載されている「除去解除申請書」とは様式が異なります。使用しやす
い様式をお使いください。

式
様
種
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Ⅹ

保
育

所
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
疾

患
生

活
管

理
指

導
表

（
食

物
ア
レ
ル

ギ
ー
・
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・
気

管
支

ぜ
ん
息

）
電

話
：

★
連

絡
医

療
機

関
提

出
日

年
月

日
医

療
機

関
名

：

名
前

年
月

日
生

（
歳

ヶ
月

）
組

電
話

：

※
こ
の

生
活

管
理

指
導

表
は

、
保

育
所

の
生

活
に
お
い
て
特

別
な
配

慮
や

管
理

が
必

要
と
な
っ
た
子

ど
も
に
限

っ
て
、
医

師
が

作
成

す
る
も
の

で
す
。

記
載

日
A
．
食

物
ア
レ
ル

ギ
ー
病

型
A
．

給
食

・
離

乳
食

年
月

日
１
．
食

物
ア
レ
ル

ギ
ー
の

関
与

す
る
乳

児
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚

炎
１
．
管

理
不

要
２
．
即

時
型

２
．
管

理
必

要
（
管

理
内

容
に
つ
い
て
は

、
病

型
・
治

療
の

C
. 欄

及
び
下

記
C

.Ｅ
欄

を
参

照
）

医
師

名
３
．
そ
の

他
（
新

生
児

・
乳

児
消

化
管

ア
レ
ル

ギ
ー

・
口

腔
ｱ
ﾚ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
症

候
群

・
B
．
ア
レ
ル

ギ
ー
用

調
整

粉
乳

食
物

依
存

性
運

動
誘

発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

・
そ
の

他
：

）
１
．
不

要

B
．
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
病

型
２
．
必

要
下

記
該

当
ミ
ル

ク
に
○

、
又

は
（

）
内

に
記

入
医

療
機

関
名

１
．
食

物
（
原

因
：

）
ミ
ル

フ
ィ
ー

H
P
・
ニ
ュ
ー

M
A

-
1
・

M
A
－

ｍ
i
・
ペ
プ
デ
ィ
エ
ッ
ト
・
エ
レ
メ
ン
タ
ル

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

２
．
そ
の

他
（
医

薬
品

・
食

物
依

存
性

運
動

誘
発

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・
ラ
テ
ッ
ク
ス
ア
レ
ル

ギ
ー
・

そ
の

他
（

）
昆

虫
・
動

物
の

フ
ケ
や

毛
）

C
．
原

因
食

物
・
除

去
根

拠
C
．
除

去
食

品
に
お
い
て
よ
り
厳

し
い
除

去
が

必
要

Ｅ
. 特

記
事

項
該

当
す
る
食

品
の

番
号

に
○

を
し
、
か

つ
≪

≫
内

に
除

去
根

拠
を
記

載
な
も
の

１
．

鶏
卵

≪
≫

病
型

・
治

療
の

C
.欄

で
除

去
の

際
に
、
よ
り
厳

し
い
除

去
が

２
．

牛
乳

・
乳

製
品

≪
≫

必
要

と
な
る
も
の

の
み

に
〇

を
つ
け
る

３
．

小
麦

≪
≫

※
本

欄
に
〇

が
つ
い
た
場

合
、
該

当
す
る
食

品
を
使

用
し

４
．

ソ
バ

≪
≫

た
料

理
に
つ
い
て
は

、
給

食
対

応
が

困
難

と
な
る
場

合
が

５
．

ピ
ー
ナ
ッ
ツ

≪
≫

あ
り
ま
す
。

６
．

大
豆

≪
≫

１
．

鶏
卵

：
卵

殻
カ
ル

シ
ウ
ム

７
．

ゴ
マ

≪
≫

２
．

牛
乳

・
乳

製
品

：
乳

糖
８
．

ナ
ッ
ツ
類

*
≪

≫
（
す
べ

て
・
ク
ル

ミ
・
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
・
ア
ー
モ
ン
ド
・

）
３
．

小
麦

：
醤

油
・

酢
・

麦
茶

９
．

甲
殻

類
*

≪
≫

(す
べ

て
・
エ
ビ
・
カ
ニ
・

）
５
．

大
豆

：
大

豆
油

・
醤

油
・

味
噌

１
０
．
軟

体
類

・
貝

類
*

≪
≫

（
す
べ

て
・
イ
カ
・
タ
コ
・
ホ
タ
テ
・
ア
サ

リ
・

）
６
．

ゴ
マ
：

ゴ
マ
油

１
１
．
魚

卵
*

≪
≫

（
す
べ

て
・
イ
ク
ラ
・
タ
ラ
コ
・

）
１
１
．
魚

類
：

か
つ
お
だ
し

・
い
り
こ
だ
し

１
２
．
魚

類
*

≪
≫

（
す
べ

て
・
サ

バ
・
サ

ケ
・

）
１
２
．
肉

類
：

エ
キ
ス

１
３
．
肉

類
*

≪
≫

（
鶏

肉
・
牛

肉
・
豚

肉
・

）
１
４
．
果

物
類

*
≪

≫
（
キ
ウ
イ
・
バ

ナ
ナ
・

）
D
．
食

物
・
食

材
を
扱

う
活

動
１
５
．
そ
の

他
（

）
「
*
は

（
）
の

中
の

該
当

す
る
項

目
に
○

を
す
る
か

具
体

的
に
記

載
す
る
こ
と
」

１
．
管

理
不

要

D
．
緊

急
時

に
備

え
た
処

方
薬

２
．
原

因
食

材
を
教

材
と
す
る
活

動
の

制
限

（
）

１
．
内

服
薬

（
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

）
３
．
調

理
活

動
時

の
制

限
（

）
２
．
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自

己
注

射
薬

「
エ
ピ
ペ
ン

®
」

４
．
そ
の

他
（

）
３
．
そ
の

他
（

）

記
載

日
A
．
症

状
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

状
態

C
．
急

性
増

悪
（
発

作
）
治

療
薬

A
．
寝

具
に
関

し
て

C
．
外

遊
び
、
運

動
に
対

す
る
配

慮
年

月
日

１
．
良

好
１
．
ベ
ー
タ
刺

激
薬

吸
入

１
．
管

理
不

要
１
．
管

理
不

要
２
．
比

較
的

良
好

２
．
ベ
ー
タ
刺

激
薬

内
服

２
．
防

ダ
ニ
シ
ー
ツ
等

の
使

用
２
．
管

理
必

要
医

師
名

３
．
不

良
３
．
そ
の

他
３
．
そ
の

他
の

管
理

が
必

要
（

（
管

理
内

容
：

）

D
．
急

性
増

悪
（
発

作
）
時

の
対

応
B
．
長

期
管

理
薬

（
自

由
記

載
）

B
．
動

物
と
の

接
触

D
．
特

記
事

項
医

療
機

関
名

（
短

期
追

加
治

療
薬

を
含

む
）

１
．
ス
テ
ロ
イ
ド
吸

入
薬

１
．
管

理
不

要
剤

形
：

２
．
動

物
へ

の
反

応
が

強
い
た
め
不

可
投

与
量

（
日

）
：

動
物

名
（

）
２
．
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受

容
体

拮
抗

薬
３
．
飼

育
活

動
等

の
制

限
（

）
３
．

D
S

C
G
吸

入
薬

４
．
ベ
ー
タ
刺

激
薬

（
内

服
・
貼

付
薬

）
５
．
そ
の

他
（

）

●
保

育
所

に
お
け
る
日

常
の

取
り
組

み
お
よ
び
緊

急
時

の
対

応
に
活

用
す
る
た
め
、
本

表
に
記

載
さ
れ

た
内

容
を
保

育
所

の
職

員
及

び
消

防
機

関
・
医

療
機

関
等

と
共

有
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
す
か

。

・
同

意
す
る

・
同

意
し
な
い

保
護

者
氏

名

緊 急 連 絡 先

★
保

護
者

電
話

（
そ
の

他
に
特

別
な
配

慮
や

管
理

が
必

要
な
事

項
が

あ
る
場

合
に
は

、
医

師
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
記

載
。
対

応
内

容
は

保
育

所
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
決

定
）

食 物 ア レ ル ギ あ り ・ な し

ア ナ フ ラ キ シ あ り ・ な し

病
型

・
治

療
保

育
所

で
の

生
活

上
の

留
意

点

(そ
の

他
に
特

別
な
配

慮
や

管
理

が
必

要
な
事

項
が

あ
る
場

合
に
は

、
医

師
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
記

載
。
対

応
内

容
は

保
育

所
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
決

定
）

電
話

男
・
女

気 管 支 ぜ ん 息

あ り ・ な し

病
型

・
治

療
保

育
所

で
の

生
活

上
の

留
意

点

「
除

去
根

拠
」

該
当

す
る
も
の

全
て
を
≪

≫
内

に
番

号
を
記

載

①
明

ら
か
な
症

状
の
既

往

②
食

物
負

荷
試
験

陽
性

③
Ig

E
抗

体
等
検

査
結

果
陽

性

④
未

摂
取

様
式

１
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様
種
各

Ⅹ

保
育

所
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
疾

患
生

活
管

理
指

導
表

（
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚

炎
・
ア
レ
ル

ギ
ー
性

結
膜

炎
・
ア
レ
ル

ギ
ー
性

鼻
炎

） 提
出

日
年

月
日

名
前

年
月

日
生

（
歳

ヶ
月

）
組

※
こ
の

生
活

管
理

指
導

表
は

、
保

育
所

の
生

活
に
お
い
て
特

別
な
配

慮
や

管
理

が
必

要
と
な
っ
た
子

ど
も
に
限

っ
て
、
医

師
が

作
成

す
る
も
の

で
す
。

記
載

日
A
．
プ
ー
ル

・
水

遊
び
及

び
長

時
間

の
紫

外
線

下
で
の

活
動

年
月

日
１
．
管

理
不

要
１
．
軽

症
：
面

積
に
関

わ
ら
ず
、
軽

度
の

皮
疹

の
み

み
ら
れ

る
。

２
．
管

理
必

要
（

）
医

師
名

２
．
中

等
症

：
強

い
炎

症
を
伴

う
皮

疹
が

体
表

面
積

の
1
0
％

未
満

に
み

ら
れ

る
。

B
．
動

物
と
の

接
触

D
.特

記
事

項
３
．
重

症
：
強

い
炎

症
を
伴

う
皮

疹
が

体
表

面
積

の
1
0
％

以
上

、
3
0
％

未
満

に
み

ら
れ

る
。

１
.
管

理
不

要
４
．
最

重
症

：
強

い
炎

症
を
伴

う
皮

疹
が

体
表

面
積

の
3
0
％

以
上

に
み

ら
れ

る
。

２
.
動

物
へ

の
反

応
が

強
い
た
め
不

可
医

療
機

関
名

※
軽

度
の

皮
疹

：
軽

度
の

紅
斑

、
乾

燥
、
落

屑
主

体
の

病
変

動
物

名
（

）
※

強
い
炎

症
を
伴

う
皮

疹
：
紅

斑
、
丘

疹
、
び
ら
ん
、
浸

潤
、
苔

癬
化

な
ど
を
伴

う
病

変
３

.
飼

育
活

動
等

の
制

限
（

）
４

.
そ
の

他
（

）
B

-
1
.常

用
す
る
外

用
薬

B
-
2
.常

用
す
る
内

服
薬

１
.
ス
テ
ロ
イ
ド
軟

膏
1
．
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

１
．
あ
り

１
.
管

理
不

要
３

.
保

湿
剤

2
．
そ
の

他
（

）
２
．
な
し

２
.
管

理
必

要
（
管

理
内

容
：

）
４

.
そ
の

他
（

）
３

.
夏

季
シ
ャ
ワ
ー
浴

(施
設

で
可

能
な
場

合
)

記
載

日
A
．
プ
ー
ル

指
導

C
.特

記
事

項
年

月
日

１
．
通

年
性

ア
レ
ル

ギ
ー
性

結
膜

炎
１

.
管

理
不

要
２
．
季

節
性

ア
レ
ル

ギ
ー
性

結
膜

炎
(花

粉
症

）
２

.
管

理
必

要
（
管

理
内

容
：

）
医

師
名

３
．
春

季
カ
タ
ル

３
.
プ
ー
ル

へ
の

入
水

不
可

４
．
ア
ト
ピ
ー
性

角
結

膜
炎

５
．
そ
の

他
（

）
医

療
機

関
名

B
．
屋

外
活

動
１
．
抗

ア
レ
ル

ギ
ー
点

眼
薬

１
.
管

理
不

要

２
．
ス
テ
ロ
イ
ド
点

眼
薬

２
.
管

理
必

要
（
管

理
内

容
：

）
３
．
免

疫
抑

制
点

眼
薬

４
．
そ
の

他
（

）

記
載

日
A
．
屋

外
活

動
年

月
日

１
．
通

年
性

ア
レ
ル

ギ
ー
性

鼻
炎

１
．
管

理
不

要
２
．
季

節
性

ア
レ
ル

ギ
ー
性

鼻
炎

（
花

粉
症

）
主

な
症

状
の

時
期

：
春

.夏
.秋

.冬
２

.
管

理
必

要
（
管

理
内

容
：

）
医

師
名

B
.特

記
事

項
１

.
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

・
抗

ア
レ
ル

ギ
ー
薬

(内
服

)
医

療
機

関
名

２
.
鼻

噴
霧

用
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

３
．
舌

下
免

疫
療

法
４
．
そ
の

他

●
保

育
所

に
お
け
る
日

常
の

取
り
組

み
お
よ
び
緊

急
時

の
対

応
に
活

用
す
る
た
め
、
本

表
に
記

載
さ
れ

た
内

容
を
保

育
所

の
職

員
及

び
消

防
機

関
・
医

療
機

関
等

と
共

有
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
す
か

。

・
同

意
す
る

・
同

意
し
な
い

保
護

者
氏

名

B
．
治

療

ア レ ル ギ 性 結 膜 炎

あ り ・ な し

保
育

所
で
の

生
活

上
の

留
意

点

ア ト ピ 性 皮 膚 炎

あ り ・ な し

病
型

・
治

療

病
型

・
治

療
保

育
所

で
の

生
活

上
の

留
意

点

２
.
タ
ク
ロ
リ
ム

ス
軟

膏
(「
ﾌ
ﾟﾛ
ﾄﾋ

ﾟｯ
ｸ
®
」
)

A
．
重

症
度

の
め
や

す
（
厚

生
労

働
科

学
研

究
班

）

(そ
の

他
に
特

別
な
配

慮
や

管
理

が
必

要
な
事

項
が

あ
る
場

合
に
は

、
医

師
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
記

載
。
対

応
内

容
は

保
育

所
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
決

定
）

男
・
女

ア レ ル ギ 性 鼻 炎

あ り ・ な し
電

話

( そ
の

他
に
特

別
な
配

慮
や

管
理

が
必

要
な
事

項
が

あ
る
場

合
に
は

、
医

師
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
記

載
。
対

応
内

容
は

保
育

所
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
決

定
）

C
.食

物
ア
レ
ル

ギ
ー
の

合
併

電
話

電
話

病
型

・
治

療
保

育
所

で
の

生
活

上
の

留
意

点

C
．
発

汗
後

A
．
病

型

B
．
治

療

(そ
の

他
に
特

別
な
配

慮
や

管
理

が
必

要
な
事

項
が

あ
る
場

合
に
は

、
医

師
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
記

載
。
対

応
内

容
は

保
育

所
が

保
護

者
と
相

談
の

う
え
決

定
）

A
．
病

型

様
式

１
裏

面

家
庭

に
お

け
る

食
物

除
去

の
程

度
 （

保
護

者
記

入
用

）

●
記

載
日

：
　

　
　

  
　

　
年

　
  

　
　

　
月

　
  

　
　

　
　

日

●
保

護
者

名
：
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

こ
の

用
紙

は
、

お
子

さ
ん

の
重

症
度

を
把

握
す

る
た

め
の

書
類

で
あ

り
、

記
述

内
容

に
即

し
た

対
応

を
保

証
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

給
食

や
お

や
つ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
「
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
あ

る
お

子
様

の
保

護
者

の
方

へ
」
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

※
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
付

け
る

か
、

記
入

を
し

て
く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　 飲

食
し

て
症

状
が

出
た

こ
と

が
あ

る

症
状

が
出

た
時

の
飲

食
量

未
摂

取
飲

食
し

て
症

状
が

出
た

こ
と

が
あ

る

症
状

が
出

た
時

の
飲

食
量

未
摂

取

1
　

生
卵

 ・
半

熟
卵

ま
た

は
そ

れ
ら

が
含

ま
れ

る
食

品
1
　

え
び

・
か

に

2
　

生
卵

を
使

っ
た

加
工

品
  

  
 （

マ
ヨ

ネ
ー

ズ
、

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
、

カ
ス

タ
ー

ド
ク

リ
ー

ム
な

ど
）

2
　

甲
殻

類
を

使
用

し
た

だ
し

な
ど

3
　

熱
を

加
え

た
卵

料
理

（
ゆ

で
卵

、
卵

焼
き

、
か

き
玉

汁
な

ど
）

1
　

非
加

熱
魚

卵
（
い

く
ら

・
た

ら
こ

な
ど

）

4
　

加
熱

卵
を

使
用

し
た

加
工

品
（
パ

ン
ケ

ー
キ

、
菓

子
類

な
ど

）
2
　

加
熱

魚
卵

（
た

ら
こ

・
子

持
ち

シ
シ

ャ
モ

な
ど

）

5
　

極
微

量
の

卵
（
つ

な
ぎ

と
し

て
の

使
用

な
ど

）
1
　

魚
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
）

1
　

牛
乳

・
ヨ

ー
グ

ル
ト

・
チ

ー
ズ

2
　

魚
を

使
用

し
た

だ
し

な
ど

2
　

牛
乳

を
多

く
使

用
し

た
加

工
品

　
　

　
（
シ

チ
ュ

ー
、

ホ
ッ

ト
ケ

ー
キ

、
ホ

ワ
イ

ト
ソ

ー
ス

、
プ

リ
ン

、
バ

バ
ロ

ア
な

ど
）

1
　

肉
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

3
　

牛
乳

が
少

量
含

ま
れ

る
食

品
（
食

パ
ン

、
ク

ッ
キ

ー
な

ど
）

2
　

肉
・
ガ

ラ
（
骨

）
な

ど
を

使
用

し
た

だ
し

な
ど

4
　

極
微

量
の

牛
乳

及
び

乳
製

品
（
乳

糖
な

ど
）

1
　

生
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

1
　

小
麦

粉
製

品
　

　
　

（
パ

ン
、

う
ど

ん
、

ス
パ

ゲ
ッ

テ
ィ

ー
な

ど
）

2
　

加
熱

（
缶

詰
・
ジ

ャ
ム

な
ど

）

2
　

小
麦

粉
を

使
用

し
た

加
工

品
　

　
 （

シ
チ

ュ
ー

や
カ

レ
ー

の
ル

ウ
、

フ
ラ

イ
や

て
ん

ぷ
ら

の
衣

な
ど

）
ゴ

マ

3
　

極
微

量
の

小
麦

粉
ゴ

マ
油

1
　

大
豆

（
枝

豆
、

黒
豆

な
ど

）
そ

ば

2
　

大
豆

製
品

（
豆

乳
、

豆
腐

、
油

揚
げ

、
納

豆
、

き
な

粉
な

ど
）

ピ
ー

ナ
ッ

ツ

3
　

大
豆

を
使

用
し

た
調

味
料

 （
し

ょ
う

ゆ
、

み
そ

な
ど

）
木

の
実

類
（
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

野
菜

類
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

除
去

指
示

の
あ

っ
た

食
物

に
つ

い
て

の
み

記
入

●
名

前
：
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

分 類

医
師

か
ら
除

去
の
指

示
が

あ
る
も
の
に
○

食
品
名
、
調
理
形
態
な
ど

ゴ
マ

鶏 卵 牛  乳 小  麦

除
去

指
示

の
あ

っ
た

食
物

に
つ

い
て

の
み

記
入

医
師

か
ら
除

去
の
指

示
が

あ
る
も
の
に
○

記
入

方
法

　
・
医

師
の

指
示

で
除

去
し

て
い

る
食

物
に

○
を

つ
け

、
そ

の
食

物
に

つ
い

て
左

の
欄

に
症

状
の

有
無

等
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

そ の 他

食
品
名
、
調
理
形
態
な
ど

分 類 大  豆

甲 殻 類 　 魚 卵 魚 類 肉 類 果 物 類

様
式

２

93

式
様
種
各

Ⅹ

78


